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西湖でクニマス Oncorhynchus kawamurae が再発見 1)されて以来，水産技術センターではクニマスの保全と活用

に資するための調査を実施している 2-7)。このうちクニマスの産卵生態を解明するための調査では，クニマス産卵

場礫地に定点カメラを設置してクニマスの産卵状況などの観察を行っているが，このカメラの映像で産卵場礫地

に来遊するクニマス以外に複数のウナギが確認され，ウナギがクニマスの卵を捕食する行動も頻繁に確認された

6,7)。そこで，産卵場を中心に延縄によるウナギの除去を実施したところ，産卵場周辺で捕獲されたウナギのほと

んどがヨーロッパウナギであることが明らかになった 7)。ヨーロッパウナギはニホンウナギに比べて低水温での

適性が高いことが知られており 8,9)，低水温下で産卵するクニマス資源に与える影響は大きいと懸念された。そこ

で，今年度も産卵場礫地の定点カメラ映像を解析してウナギの出現状況と食卵状況を調査するとともに，クニマ

ス産卵場周辺でのウナギの採捕を継続して行ったのでその結果を報告する。     

なお，本研究は山梨県総合理工学研究機構の「クニマスの保全及び養殖技術に関する研究」として実施した。 
  
材料及び方法 
ウナギの出現状況と食卵状況 

西湖北岸の西の越沖合に設置されているクニマス産卵保護区内にあるクニマス産卵場礫地（水深約 30m，南北

9m×東西 7m）にカメラを設置しウナギの出現状況および食卵行動の状況を撮影した（図 1）。撮影には既報 6,7)

と同様市販のタイムラプスカメラ（TLC200Pro，Brinno 社，以下，カメラ）を用いた。カメラはフランジ付きア

クリル製円筒（内径 70mm×長さ 150mm，厚さ 10mm）2 個を結合し自作ハウジングに収納し，三脚

（MK290XTA3-2W，マンフロット社）に装着し礫地東端から湧水の湧出点方向を撮影するように設置した（図 2）。 

撮影期間は 2018 年 10 月 16 日から 2019 年 2 月 26 日までとした。カメラの撮影間隔は 1 分間とし，タイマーに

より毎日 9 時から 15 時までの 6 時間撮影を行った。なお，カメラは 2018 年 12 月 17 日に一度回収し電池交換を

行った後に 12 月 18 日に再び同場所に設置した。 
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図 1 調査を行ったクニマス産卵保護区の位置      図 2 産卵場礫地の模式図とカメラ設置場所 
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カメラを回収した後，撮影したすべての映像を 1 日 とに全 マを解析し，ウナギの延べ出現 数（ マに

複数 数映っている場合は 数分を加 ），ウナギの 1 マ たりの 大出現 数，食卵ウナギの延べ出現 数（

マに複数 数映っている場合は 数分を加 ），食卵ウナギの 1 マ たりの 大 数を 出した。なお，ウナ

ギが の水 遊 とは なり 部を 方向にして に ち を に って礫地に っ ような行動を食

卵行動とした（図 3）。 

 

 
図 3 ウナギによるクニマス卵の食卵行動 

（1 中に 4 の食卵ウナギが確認できる） 

 

ウナギの 捕 

2018 年 10 月 19 日から 2019 年 3 月 24 日の間に，クニマス産卵保護区外で 43 回，産卵保護区内で 10 回，西湖

沖合で 1 回の合 54 回， 延縄（長さ 70m，ウナギ 50 本， カ ギ）によるウナギの採捕を行

った。採捕したウナギは全長と を 定し， による年 査定と mtDNA の 16srRNA の部分 （約

550bp）の 定による 同定を行った。また，ヨーロッパウナギに いては の長径と 径を し，下 の式に

より Eye Index10)を 出し，既報 10)に って Eye Index が 6.5 を ウナギ，6.5 以 を ウナギとした。 

 

Eye Index = { [ ( の長径(mm)  の 径(mm) )/ 4 ] 2  / 全長(mm) } × 100 

 

  
ウナギの出現状況と食卵状況 

カメラを設置した 134 日間中ウナギが出現したのは 83 日間であった（図 4）。10 月 16 日から 11 月 18 日の間は

4 日間しか出現しなかったが，11 月 19 日から 2 月 8 日まではほ 毎日出現し，2 月 9 日からは再びほとんど出現

しな なった。1 日の延べ出現 数は 12.8 13.5 /日で， 大は 1 月 15 日の延べ 67 /日であった。なお，

1 マ たりの 大出現 数は 0.7 0.6 で， 大は 2 であった。 
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図 4 ウナギの延べ確認 数の 時 （ 間がカメラの設置期間） 

 

ウナギが出現した 83 日間中食卵ウナギが出現したのは 45 日間であった（図 5）。10 月 16 日から 11 月 23 日ま

では食卵ウナギはほとんど出現しなかったが，11 月 24 日から 12 月 14 日までは毎日出現した。その後 12 月 15

日から 12 月 29 日まではほとんど出現しなかったが，食卵ウナギは 12 月 30 日から 1 月 21 日まで再び頻繁に出現

するようになり，1 月 22 日以 は ど出現しな なった。食卵ウナギ出現 数の は 9.2 10.5 で， 大は 1

月 15 日の 45 であった。なお，1 マ中の 大食卵ウナギ出現 数は 0.6 0.6 で， 大 2 であった。 

 

 

図 5 ウナギの延べ食卵 数の 時 （ 間がカメラの設置期間） 

 

ウナギの 捕  

合 6 のウナギが採捕された。 の結果，4 はニホンウナギ，2 はヨーロッパウナギであった。採捕

場所 に ると，ニホンウナギは 4 すべてが産卵場保護区外で，ヨーロッパウナギは 2 とも産卵場保護区内

で採捕された（ 1）。 

採捕したウナギの 定結果を 2 に した。ニホンウナギは全長 729 45mm， 511 80g，ヨーロッパウ

ナギは全長 831 28mm， 1,055 127g であり，ヨーロッパウナギの方が大きかった。また，年 は，ニホン

ウナギが 15.3 2.2 ，ヨーロッパウナギが 19.0 1.4 であり，ヨーロッパウナギのほうが高 であった。なお，

ヨーロッパウナギ 2 の Eye Index はそれ れ 10.4 0.6 であり，い れも 6.5 より大き ウナギであった。 
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1 採捕場所 のウナギ採捕結果 

種※ 産卵保護区内 産卵保護区外

A. japonica 0 4

A. anguilla 2 0

※A. japonica ：ニホンウナギ、A. anguilla ：ヨーロッパウナギ  
 

2 ウナギ の 定結果 

種 全長（mm） 体重（g） 年齢 Eye Index

A. japonica （n=4） 729±45 511±80 15.3±2.2 -

A. anguilla （n=2） 831±28 1,055±127 19.0±1.4 10.4±0.6  

 
  
これまでの調査と同様に今年度もクニマス産卵場でウナギによるクニマス卵の食 が確認された。2017 年度と

今年度の結果を比 すると， の れはあるもののウナギの出現期間は 11 月中 から 2 月 ，食卵ウ

ナギの出現期間は 11 月下 から 月 であり，ほ 同時期であった（図 6，図 7）。一方，1 日の出現 数

の は 2017 年度 18.7 19.5 ./日（ 大 100 /日），2018 度 12.8 13.5 /日（ 大 67 /日），食卵ウナギの

出現 数の は 2017 年度 12.3 16.4 ./日（ 大 83 /日），2018 年度 9.2 10.5 /日（ 大 45 /日）と，い

れも 2018 年度のほうが なかった。また，2017 年度は 1 マ中に 大 4 のウナギが出現したが，2018 年度

は 大 2 と した。これらのことは産卵保護区内でウナギを採捕している 果とも えられるが，今後も産

卵場周辺でのウナギ採捕とカメラ撮影による ニタリングを継続することで 果を する がある。 

図�１日当たりのウナギ延べ出現尾数（9時～15時、１分間隔）

9

   

図�１日当たりのウナギ延べ出現尾数（9時～15時、１分間隔）

9
9

9

 

図 6 ウナギ確認 数（延べ数）の        図 7 食卵ウナギ 数（ べ数）の  

 

食卵ウナギ 数とクニマス確認 ア数の関 を調べるために の 関を めたところ，2017 年度，2018 度と

もに 関は られなかった（図 8）。クニマス確認 ア数の が産卵頻度の になるとすれ ，ウナギはクニ
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マスの産卵頻度が高い時期に卵食している ではないと えられた。一方，ウナギの食卵行動はクニマスの産

卵行動の 後に観察されることが いので，ウナギはクニマスの産卵行動にたまたま した場合にの 食卵を

行っており，既に産 付 られた卵は食卵しない 性が えられた。 

 

  9   9

  

7

9

食
卵
ウ

ナ
ギ

クニマス

  9   7

  7

7

食
卵
ウ

ナ
ギ

クニマス

 
図 8 クニマス ア数と食卵ウナギ数の関 （ 29年度， 30年度） 

 

これまでに湖内 8か所から合 20 （2016年度 2 ，2017年度 12 ，2018年度 6 ）のウナギを採捕した。

このうち 7 がヨーロッパウナギ（A. anguilla）であり，7 中 6 がクニマス産卵保護区内（st.3）で採捕され

ている（図 9）。ヨーロッパウナギはニホンウナギに比べてより低水温 性がある が知られており，ニホンウナ

ギの が 11 13 であるのに しヨーロッパウナギは 7 8 でも が であるとの報告がある 8)。ま

た，Costa-Dias11)らは でのヨーロッパウナギの年間の を調査して， 水温が 4 6 に低下する 12月に

もヨーロッパウナギには 内 が認められることを報告している。産卵場のヨーロッパウナギは 11月に 1 ，

12月に 1 ，3月に 4 が採捕されている（ 4）。産卵場付 の水温は 12月中 から に低下し，3月には

低の 4 後まで低下することから 5,7)，水温が低下するクニマス産卵時期に しているのはヨーロッパウナ

ギの 性が高いと えられた。ヨーロッパウナギはか てニホンウナギの として 内で養殖された時期が

あり，その一部は 水 の にも用いられていた 8,9)。 水 では 1990年 に されたと え

られるヨーロッパウナギが捕獲されたとの報告があり， ウナギが 水 に しないための方 の

性が されている 12）。西湖のヨーロッパウナギの 定年 は 18 26 であったことから（図 10），1992年

から 2000年ころに された個 と えられ 同様の結果であった。ヨーロッパウナギは現 が

されており 内に する 性は低い。しかし，ニホンウナギ の に いヨーロッパウナギ以外にも

複数の ウナギが 内に されている。今後，クニマスの保全を図るためには，クニマス産卵場周辺からヨ

ーロッパウナギを に除去する技術の 発 ， たに ウナギが しないよう の DNA による

などの が まれる。 

 

 

 

－　 －52



 

図 9 場所 のウナギ採捕 数 

 

4 時期 の採捕 数 

種 10 11 12 1 2 3

A. japonica （n=13） 2 6 4 1 0 0

A. anguilla （n=7） 0 1 1 1 0 4  
 

 

  図 10 ウナギ の 定年  

 

  
西湖 同 合の三 合長を め 合 の方 には，ウナギの採捕を め調査実施に いた いた。

ここに し る。 

 
  

1. これまでの調査と同様に産卵場礫地の定点カメラ映像を解析してウナギの出現状況 を調査するとともに，

クニマス産卵場周辺でのウナギの除去を継続して行った。 

2. 年度同様にウナギは産卵場礫地に 11 月中 から 2 月下 にか て出現した。また，クニマス卵を食卵する

ウナギは 11 月下 から 1 月下 にか て出現した。 

3. 合 6 のウナギを捕獲し，そのうち 2 がヨーロッパウナギ った。ヨーロッパウナギ 2 はい れも産

卵場保護区内で捕獲された。また，2 とも Eye Index6.5 以 で ウナギであった。 

4. これまでの調査結果と合 ると，クニマス産卵場でクニマス卵を食卵しているのはヨーロッパウナギであ
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ると えられた。 

5. クニマス資源を保全するためには産卵場周辺でのヨーロッパウナギの な除去技術の 発 ，ウナギ

の ウナギ の確 などが と えられた。 
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